
 

 

命    令    書 

 

申 立 人 X1 

 

被申立人 北海道 

 

主         文 

被申立人は、申立人に対し昭和 41 年 12 月 27 日付で行なった減給 4 か月の懲戒

処分を取消し、同処分の日以後同処分がなかったものとして取扱わなければならな

い。 

 

理         由 

第 1 認定した事実 

1 申立人は、昭和 36 年 10 月 1 日付で北海道職員に採用され、以来、北海道立釧

路療養所(地方公営企業労働関係法第 3 条第 8 号にいう企業にあたる)に所属し、

身分は技術吏員、職名はボイラー技士であって、地方公務員法第 57 条の単純な

労務に雇用されるもの(以下単労という)に該当する。 

2 申立人は、北海道に勤務する職員を構成員とする自治労全北海道庁労働組合

(以下全道庁という)に加入しているものであるが、全道庁は地方公務員法第 52

条による職員団体であり、その組織人員は本件事案当時、約 19,000 名、このう

ち単労は約 4,000 名である。 

全道庁の下部組織として、各支庁所在地ごとに総支部(各支庁管内の道の職員

を構成員としている)が設けられており、釧路支庁管内の道の職員をもって構成

されているものとして釧路総支部(以下総支部という)があり、申立人は総支部に

所属しているものである。本件事案当時、総支部の組織人員は約 880 名、このう

ち単労は 90 名余である。 

後記認定の統一行動のあった昭和41年10月21日当時の全道庁の執行機関は、

執行委員長、副執行委員長、書記長、会計各 1 名、中央執行委員 7 名(これらの

役員のほかに、全道庁の下部組織の役員のうち専従の者は、その役職上当然全道

庁地方執行委員となり、全道庁および当該下部組織の重要事項に参画している)

をもって、総支部の執行機関は執行委員長、副執行委員長、書記長各 1名、執行

委員 7名をもって、それぞれ構成されていた。 



 

 

上記各役員のうち単労出身者は、総支部における申立人のみであり、他は一般

職の職員であった。 

3 申立人は、昭和 37 年 7 月から総支部釧路療養所支部執行委員となり、その後

全道庁釧路地方協議会青年婦人部副部長にもなり、昭和 39 年 7 月からは総支部

書記長および全道庁地方執行委員となり、以来、昭和 45 年 9 月 30 日までその役

職にあり、また、同人は昭和 39 年 9 月からいわゆる組合専従となり、本件事案

当時も組合専従である。 

4 全日本自治団体労働組合(以下自治労という)は、同組合に加盟する各地方公共

団体の職員団体等において、人事院勧告の完全実施、その他の要求貫徹を目的と

して、昭和 41 年 10 月 21 日の始業時から 1 時間のストライキを含む職場集会を

開催するなどの統一行動(以下統一行動という)を計画した。自治労中央執行委員

長は、同計画に基づきその実施を全道庁に指令し、全道庁は、昭和 41 年 10 月 8

日開催の中央委員会において同計画の実施を確認し、決定した。総支部は、全道

庁の上記決定による指令に基づき同月 19 日、その実施を確認し、決定した。 

5 全道庁および総支部の上記確認、決定に対して知事および釧路支庁長は、統一

行動の一環としてのストライキは違法であるから中止を求める旨の談話の発表、

全道庁および総支部に対する警告書の交付などの措置をした。 

6 しかし、統一行動は実施され、総支部における本件事案に関する状況はつぎの

とおりである。すなわち、昭和 41 年 10 月 21 日午前 8 時頃から釧路支庁庁舎前

庭において、総支部役員、支庁の職員の一部および支援労働組合員らが参加して、

職場集会を開催し、総支部役員が経過報告などし、同日午前 8 時 30 分すぎ頃か

ら庁舎正面で約 50 名、庁舎裏の 2か所の入口にそれぞれ約 10 名によるピケが行

なわれた。このピケは、支庁の部課長など管理職にあるものが単独でならば入庁

できる状態のものであった。ところが、同 8 時 50 分頃から、部課長らがその職

員を誘導して隊列を組んで入庁しようとしたためピケに阻止されて入庁できな

かった。しかし、同日午前 9 時 30 分頃、Y1 釧路支庁長の警察力導入の意向が総

支部に示されたため総支部役員は紛争の回避と本件ストライキ予定時間の経過

などを考慮して、その頃ピケを解除し、職場集会を散会させた。このピケにより

入庁できなかった職員は 240 名程度と認められる。 

7 申立人は、全道庁の地方執行委員として、また、総支部書記長として統一行動

の実施について上記 4の各確認、決定に参画し、また、上記 6の職場集会におい

ては総支部書記長として、総支部執行委員長 X2 の指示を受けて、通知、連絡の

役割を行ない、集会した者に対して経過報告などをした。 

8 被申立人は、昭和 41 年 12 月 27 日、申立人の上記 7 の行為は、地方公営企業



 

 

労働関係法(以下地公労法という)第 11 条第 1 項に違反する違法な行為であると

して、地方公務員法第 29 条第 1項第 1号、第 3号により 4か月間給料の 10 分の

1を減ずる旨の懲戒処分に付した。 

第 2 判  断 

1 申立人は、全道庁、総支部の本件統一行動は、労働基本権の行使であって正当

な組合活動であり、申立人の行為は、全道庁地方執行委員および総支部書記長と

しての正当な行為であり、これを理由として被申立人が上記第 1、8 認定の懲戒

処分に付したのは、労働組合法第 7条第 1号の不利益取扱いであると主張し、請

求する救済の内容として同処分の取消しを求めている。 

被申立人は、申立人の行為は地公労法第 11 条が禁止の対象としている争議行

為に当たるものであって正当な組合活動ではなく、本件懲戒処分は適法であり、

何ら不当労働行為を構成するものではない旨を主張し、本案前の抗弁として申立

ての却下、本案に対して申立ての棄却を求めている。 

よって以下判断する。 

2 申立人の所属する全道庁および総支部は、その構成員の大部分は、道の職員で

あって、同職員については労働組合法の適用外であるが、上記第 1、2 認定のと

おり、構成員に単労を含んでおり、この点において、いわゆる混合組合といわれ

るものに該当する。 

しかして、このようないわゆる混合組合も、その構成員の労働条件の維持改善

を図ることを目的とする団体である点においては、労働組合としての性格を有す

るものである。ただ、その構成員のうち、単労以外の職員については、その職務

の性質上労働組合法の適用が排除されているにすぎない。そして、昭和 40 年の

地公労法の一部改正までは「職員でなければ職員の労働組合の組合員、または役

員となることができない」と定める同法第 5条第 3項の規定があったが、上記改

正によって、同項が削除され、また、地方公務員法も改正されて、単労が単労以

外の職員の結成する職員団体に加入することに対する障害はなくなり、さらに単

労の労働関係については、地公労法附則第 4項により同法が準用されることとな

り、(したがって地公労法第 4 条により一部の適用除外があるとはいえ、労働組

合法および労働関係調整法が適用されることとなった)また、不利益取扱いに関

する地方公務員法上の救済手続から除外されている点、および不当労働行為の救

済は団結権に対する侵害を排除することにある点などから考えると、混合組合に

加入している単労については、労働組合法の適用があり、混合組合はこれら単労

に関しては労働組合法上の労働組合として取扱うべきものであり、また、上記第

1、1認定のとおり、申立人は単労であるから、申立人の本件行為については、労



 

 

働組合法に照らしてその請求を判断すべきものとする。 

ところで、申立人は、全道庁地方執行委員および総支部書記長として、上記第

1、7認定の行為をしたわけであるが、申立人の行為は、まず、全道庁および総支

部の構成員のうち単労の労働条件に係わることについては、労働組合法第 7条第

1号にいう「労働組合の行為」に該当するものである。 

また、申立人が全道庁および総支部の各役員として行なったその行為は、その

各構成員のうち単労以外の一般職員の本件統一行動についての行為にも係わり

があるのであるから、これについては地方公務員法第 37 条第 1 項の禁止規定と

の関係も考慮して以下判断する。 

3 申立人が全道庁および総支部の各役員として本件統一行動の確認、決定に参画

し、かつ、上記第 1、7認定の行為をしたことは、形式的には、地公労法第 11 条

第 1 項の「共謀、そそのかし、あおり」、地方公務員法第 37 条第 1 項の「企て、

共謀し、そそのかし、あおり」に当たるものと一応認められないことはない。し

かしながら、被申立人主張のように、申立人の行為が上記各法条の共謀、そその

かしなどの禁止規定に違反するものであるからといって、それが直ちに労働組合

法第 7条第 1号の「労働組合の正当な行為」に当たらないものとすることはでき

ない。 

上記各法条の共謀、そそのかしなどの禁止規定は、地方公務員の職務の公共性

に鑑みて設けられたものであるが、これらの規定は、公務員の労働基本権および

労働組合法との関係において、本件の全道庁および総支部の単労である役員をも

含むすべてのものに対して形式的一律に、かつ、絶対的にそれらの行為を禁止し

ているものとすることはできない。混合組合の役員として当該団体の方針に決定

的影響力を行使し得る地位にあるかどうか、また、さらに、その争議行為の目的、

態様、それが職務の停廃に及ぼした影響などを具体的に勘案し、上記禁止規定に

よって保護しようとする法益を考慮して同規定を解すべきであり、また、同禁止

規定は労働基本権の制限であるから、労働組合法が保障する労働基本権、ことに

労働者の団結権の保護目的、その法益とを比較衡量し、上記禁止規定を合理的に

解釈し、これらを総合して申立人の本件行為が、労働組合法第 7条第 1号の「労

働組合の正当な行為」に該当するか否かを判断するのが相当である。 

しかして、本件の場合は 

ア 現行制度では、公務員の労働基本権を制限する代償として、国家公務員は、人

事院の意見や勧告によって、また、地方公務員は単労を含めて人事委員会の意

見や勧告によって、それぞれの給与その他の勤務条件が保障される建前になっ

ているのであるが、従前、国はその財政事情などの理由で勧告のとおり実施す



 

 

ることがなく、また、道においても同趣旨の理由で、国が行なう実施方法と現

実には同様の措置を行なってきており、事件事案直近の例として、昭和 40 年度

の勧告の実施時期は 5月であるのを現実の実施時期を 9月に、同 41 年度の勧告

の実施時期は 5 月であるのを、現実の実施時期を 9 月として、国とほぼ同様に

実施し、勧告のとおり実施していないので、このために申立人を含む全道庁お

よび総支部の構成員の不満がつのり、申立人は、前記第 1、4認定のとおり、人

事院勧告の完全実施およびその他の要求を目的とする本件統一行動の確認、決

定に参画し、上記第 1、7認定の行為に及んだものであって、形式的には地公労

法第 11 条違反に該当するが、その目的において不当、違法とすることはできず、

上記の具体的事情を考慮するときは、やむを得ない行為であると認めることが

できること。 

イ 申立人は、総支部選出の専従役員として．また、全道庁地方執行委員および総

支部書記長としての各立場上、上記第 1、4認定の経過で本件統一行動の計画実

施が上部機関から指令されている場合、上記アの事情のもとでは、これを実施

に移すことを求められ、これに反対することができがたいと認めざるを得ない

こと。 

ウ 申立人は、単労出身の役員として、全道庁地方執行委員および総支部書記長の

各役職にあるが、全道庁および総支部の本件統一行動の確認、決定に関する機

関決定において事実上決定的な影響力を行使しうる地位にあったとは認めがた

いこと。 

エ 本件統一行動のピケにより、釧路支庁職員のうち約 240 名の入庁が一時阻止さ

れたのであるが、それは始業時から 30 分程度であって、その業務に格別の障害

があり、住民に特段の不利益を与えたものとは認められないこと。 

などが認められるものであり、かつ、申立人は、上記第 1、1認定のとおり単労

であるからその労働関係については、労働組合法の適用があることを考えあわせ

ると、申立人の上記第 1、7 認定の行為は、地公労法第 11 条第 1 項および地方公

務員法第 37 条第 1項の共謀、そそのかしなどの禁止規定により保護しようとする

法益を害したものとはいわれないので、上記法条の違反として処分すべき場合に

該当するものとは認められず、かえって、労働基本権を尊重し、保障することに

よって実現しようとする法益を重くみるべき場合に当たるので、本件については、

労働組合法第 7 条第 1 号の「労働組合の正当な行為」の範囲内にあたるものとい

うべきである。 

被申立人は、本件統一行動は、人事院勧告の完全実施の要求のほかにベトナム

反戦の主張など政治的目的もあわせて要求するものであるから違法である旨主張



 

 

するが、本件申立人に関しては、本件統一行動の主たる目的は、上記ア認定のと

おりであると判断するものであるから、これを採用することはできない。 

4 したがって、申立人の上記第 1、7 認定の行為を理由とする本件懲戒処分は、

取消しを免れないから、申立てについて主文のとおり救済する。 

よって、労働組合法第 27 条および労働委員会規則第 43 条を適用して主文のと

おり命令する。 

 

昭和 48 年 7 月 9 日 

北海道地方労働委員会 

会長 矢 吹 幸太郎 ㊞ 

 

命 令 更 正 書 

 

申 立 人 X1 

 

被申立人 北海道 

 

上記当事者間の昭和 42 年道委不第 102 号、北海道不当労働行為救済申立事件に

関する当委員会の昭和 48 年 7 月 9 日付命令中、明白な誤謬があるので、当委員会

は、昭和 49 年 4 月 8 日開催の第 720 回公益委員会議において、会長公益委員矢吹

幸太郎、公益委員南部農夫治、同早川泰正、同二宮喜治、同大和哲夫、同村部芳太

郎、同山畠正男出席し、合議のうえ、つぎのとおり命令更正の決定をする。 

記 

命令書第 1 認定した事実の 1 のうち、北海道立釧路療養所(地方公営企業労働関

係法第 3条第 8号にいう企業にあたる)とあるを、北海道立釧路療養所(地方公営企

業労働関係法第 3条第 8号にいう企業にあたらない)に、更正する。 

 

昭和 49 年 4 月 8 日 

北海道地方労働委員会 

会長 矢 吹 幸太郎 ㊞ 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


